
 

  

「地域探究」 2・３学期の取り組み 
令和 4年度入学生から、学校設定科目『地域探究』がスタートしました。今年度は『地域探究Ⅰ』、学年

が上がるにつれ『地域探究Ⅱ』、『地域探究Ⅲ』と、地域の文化、産業、歴史、防災についてより深く学び、

地域社会を支え高める意識と能力を養う事を目的としています。 

 ８月３０日 地域活性化の方策 

立大学法人秋田大学教育文化学部 益満環准教

授をお招きして、シティプロモーションの手法とその

効果について学び、地域活性化の方策について考えまし

た。実際に益満ゼミが行った日本酒の魅力発信活動は、

様々なメディアの特性を理解した上で行われたものであっ

たことを知りました。 

 感想① 秋田県の人口は９４万人で、毎年約１万人ずつ人口

が減少していることに驚きました。２０４０年の秋田県の人口が７０万人に減るのは、これから厳しくなると思いまし

た。 

感想② 益満先生は秋田にあるものの魅力を全国や世界中に伝えるにはどう工夫すれば良いのかを考えていて、

情報ツールは伝えたいターゲット層によって使い分けることが大切だ、という話が印象に残りました。 

９月１３日 写真撮影の手法と効果 

田公立美術大学コミュニケーションデザイン専攻 

草彅裕助教をお招きして、写真撮影の手法とその効

果について学びました。講義の中では彫刻を撮影する活

動を通じて、対象の形を正しく撮るコツや、光の方向の特

徴について理解を深めることができました。この内容を、

フィールドワークでの写真撮影に生かしたいです。 

感想①光の方向には５種類あり、光が違うと影のつき方も違う

ことが分かりました。フィールドワークではこのことに気をつけて写真を撮りたいです。 

感想② 今日の講話で、なんで自分を撮る時に、顔が違う感じになるのだろうかという疑問が解決しました。今後、

写真を撮るときには少し距離をとる、というのを心がけたいです。 

９月２７日 フィールドワーク 

仙北地域のフィールドワークを行い、班別で和栄

堂、斎藤精肉店、大綱伝承館、大綱展示場、大佐

沢公園などを訪問しました。お店や施設の方へのインタビ

ューや写真撮影を行いましたが、この活動を通じて西仙

北地域の新たな魅力に気づいた人が多かったようです。 

感想①和栄堂は６０年続いていて、幅広い年代の人から人気

で、１日に２０～３０人のお客さんが来るのは、地域から愛され

ているお店だからだと思いました。 

感想②斎藤精肉店に訪問させていただき、他のコロッケと違うところについて質問しました。国産の材料を使い、味

付けにも独自の深いこだわりがあることに気づきました。 
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 １学期に刈和野の伝統的なお祭りや出来事について、講話を聴いたり資料を見るなど、活動を進めてき

ました。そこで学んだことをもとに９月にフィールドワークを行い、資料を作成し、１回目の発表が行われま

した。 

１１月１５日 発表会  

仙北おすすめスポット をテーマにフィールドワーク

発表会を行い、アドバイザーとして秋田大学益満ゼ

ミの学生の方と、大仙市役所西仙北支所の方においでい

ただきました。班毎にフィールドワークの際に撮影した写

真をもとにしたポスターを掲示し、これに関するプレゼン

テーションを行うもので、１ヶ月半の準備の成果を発揮し、

インパクトのあるポスターや要点を押さえた発表が見られ

ました。特に優秀な発表には「益満ゼミ賞」「校長賞」が

授与されました。 

感想①内容が伝わりやすいように、しっかりと大きな声で発表できました。しかし前を見て発表できなかったのと、

発表後に質問される内容を予測できず、いい回答ができなかったことが残念でした。この点を改善し、ポスターも文

字の大きさに配慮したものに修正したいです。 

感想② 下調べをしっかりと行ったことで、多くの内容を発表できました。しかし発表ではゆっくりと話すことができ

ず、ポスターは余白が多かったと思います。大学生の方からのアドバイスを受けて、訪問した場所のＱＲコードを入

れるなど修正したいです。 

 ２学期に１回目の発表が行われ、３学期には１年間のまとめとしての発表会が行われました。 

２月１４日 「地域探求Ⅰ」発表会 

年度最後の活動として、「地域探究Ⅰ」調べ学習発

表会を実施し、ポスター発表会の時と同様に益満ゼ

ミの学生の方と、大仙市役所西仙北支所の方においでい

ただきました。１１月半ば以降、個別に西仙北地域の食文

化、観光、歴史などについてテーマを設定し、インターネッ

トや書籍を用いた調べ学習を行い、その成果をスライドに

しましたが、これを用いたプレゼンテーションを行いまし

た。西仙北地域についての新たな発見をしたり、仮説と実

際に調べた内容との違いに気づくなど、レベルの高い発表が多く見られました。特に優秀な発表には「益

満ゼミ賞」「校長賞」が授与されました。 

感想①スライドの文章が長かったので短くまとめたり、関連画像を貼り付けたのが良かったと思います。しかしアニ

メーションをつけるなど、もっと工夫できることがあったと感じるので、もっと見やすいスライドにできるよう改善して

いきたいです。 

感想② 観客から見たときに、早口になってしまい聞き取りづらい発表になってしまいました。事前にゆっくり大きな

声で発表できるように練習を繰り返すことと、一度見てすぐ理解できるようなわかりやすいスライドを作ることを意

識したいです。 
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